











































他 2004，中里・松井他 1992，1993，1997，1999，2003，2007島田・中里・松井 1994，1995）。
そして，問題を抑止する要因としては，道徳性（松井 2003），価値観（松井 1999，2008，堀内，
中里，松井 2004），愛他性（松井他 1991，1995，1997，1998）親子関係（松井 2000，2001，
2002）そして，恥意識を取り上げてきている（堀内他 2004，2005，2008，松井 1991，1997，
1998，1999，2000，2001，2002，2003，2004，松井他 1995，1998，2004，2005，2006，2008











































































1 2 3 4 5
F1希望ある社会
自分の判断より周りの人がどう思うかで決めている人が多い 0.77 　    
夢のない国だと思う 0.68    　
この社会の将来は暗いと思う 0.55     
若者が生きにくい社会だと思う 0.50     
ストレスの多い社会だ 0.49 　    
正義が通りにくい社会だと思う 0.44 　    
若者に希望を与えない社会だと思う 0.42     
みんなバラバラに生きていると思う 0.41     
物質的に豊かな社会だと思う 0.39 　    
一度落ちこぼれると二度と浮かび上がれない社会だと思う 0.32  　   
F2生きにくい社会
安全な社会だ  0.78 　   
自由でのびのびとした社会だ  0.69    
生きていきやすい社会だと思う  0.57    
弱い人にやさしい社会だと思う  0.49   　
この国に生まれて幸せだ  0.43    
皆が助け合う社会だ  0.42    
F3努力が報われる社会
才能のない人が努力しても無駄だ   0.77   
いろいろなチャンスがある世の中だと思う   －0.65 　 　
社会で成功するかどうかは生まれで決まる   0.60  　
まじめにやっているといつかは報われる社会だと思う   －0.34   
F4不平等な社会
平等な社会だと思う    0.81  
公平な社会だと思う 　   0.77  
貧富の格差が大きい 　   －0.32  
F5弱者に優しい社会
社会的に地位の高い人たちは信用できない 　    0.64 
結局強いものが幸せになる社会だ 　    0.50 
弱肉強食の世の中だと思う 　    0.39 
固有値 6.03 2.46 1.96 1.49 1.35 
寄与率 20.84 7.27 5.09 4.28 3.13 
因子間相関　　　　　第 2因子 －0.30 　 　 　
　　　　　　　　　　第 3因子 0.45 －0.28 　 　
　　　　　　　　　　第 4因子 －0.39 0.34 －0.41 　
　　　　　　　　　　第 5因子 0.34 －0.02 0.31 －0.17 
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自己認知に関する項目は表 3の 4因子構造となった。第 1因子は悩む（－），自分が嫌い（－），
表 2　人間観の因子分析
 因子
1 2 3 4
F1利己的（－）
自分勝手な人が多い 0.67    
だいたいの人は自分のことしか考えていない 0.66    
イライラしている人が多い 0.62    
何かをしようという意欲が足りない人が多い 0.54    
人をいじめる人が多い 0.45    
他の人の様子を見てからでないと自分の意見を言わない人が多い 0.44    
若い人のほうが空気を読む人が多い 0.43    
F2利他的（－）
優しい人たちが多い  0.80   
自分だけではなくほかの人のことも考える人が多い  0.78   
勤勉な人が多いと思う  0.72   
ほとんどの人は正直だと思う  0.47   
F3ホンネ
ホンネを隠して言わない人が多い   0.89  
ホンネとタテマエを使い分ける人が多い   0.62  
謙虚な人が多い   0.49  
F4後向き
チャレンジ精神に富んだ人がたくさんいる    0.83 
優秀な人が多い社会だと思う    0.56 
いろいろなことに自信がある人が多い   －0.33 0.37 
固有値 3.70 2.92 1.80 1.22 
寄与率 17.94 14.68 7.42 4.65 
因子間相関　　　　　第 2因子 －0.16 　 　 　
　　　　　　　　　　第 3因子 0.34 0.34 　 　















1 2 3 4
F1肯定的自己観
自分自身のことで悩んだり考えたりすることがよくある 0.89   0.45 
正直言って自分のことがあまり好きではない 0.74    
将来の仕事や就職のことが心配だ 0.70    
自分の将来に不安がある 0.68    
自分の能力には自信がある －0.63    
自分は大人だと思う －0.54    
何かをしようという意欲が足りない 0.38    
F2幸福感（－）
毎日の生活に満足している  1.07   
自分は幸せだと思う  0.69   
自由にのびのびと行動している  0.65   
F3将来展望（－）
明日は今日より良くなると思う   0.81  
がんばって何かを成し遂げた時が一番幸せだ   0.58  
自分の未来は明るい －0.36  0.46  
自分の将来に夢がある   0.37  
F4積極的
リスクや失敗することを心配して積極的になれないことが多い 0.38   －0.57 
自分は負け組だと思うことがある 0.35   －0.51 
ほしい物がいろいろある    0.36 
固有値 5.76 2.06 1.36 1.14 
寄与率 16.49 23.37 6.27 3.52 
因子間相関　　　　　第 2因子 －0.38 　 　 　
　　　　　　　　　　第 3因子 －0.51 0.48 　 　
　　　　　　　　　　第 4因子 －0.48 0.42 0.45 
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1 2 3 4
F1対人適応 　 　 　
人と接することがつらいと感じることがある 0.86    
人と接するのは気が重い 0.68    
人とはあまり密着せずに適度な距離で付き合いたい 0.65    
人とのコミュニケーションが難しいと感じることがよくある 0.64    
一人でいるほうが気楽だと思う 0.56    
孤独感を感じることがある 0.50 0.33   
人との関係について満足している －0.43  0.32  
他の人や社会のために役に立ちたいと思う －0.39    
F2独立性
みんなから孤立するのは怖い －0.30 0.78   
まわりの人たちから影響されやすい  0.74   
まわりの人に合わせようとすることが多い  0.67   
人からどう思われているか気になる  0.65   
空気を読めない人といわれるのがこわい  0.61   
人との関係に気を使っている  0.36   
しっかり自己主張するほうだ  －0.35   
F3自己主張
見て見ぬふりをするほうが得をする   0.67  
少数派より多数派にいたほうが安全だ   0.64  
目立ったり出しゃばったりしないほうが得だ   0.56  
人生で大切なのは人とうまくやっていくことだ   0.52  
遠慮なく自己主張したほうが得だ   －0.40  
F4競争回避
人生で大切なのは人との競争に勝つことだ    0.68 
人と競争するのは苦手だ    －0.58 
人を押しのけたり争ったりしてまで成功したいとは思わない    －0.41 
固有値 4.03 3.43 2.46 1.73 
寄与率 15.05 12.88 8.08 4.84 
因子間相関　　　　　第 2因子 0.12 　 　 　
　　　　　　　　　　第 3因子 －0.03 0.13 　 　





二因子を 2分割して 8因子構造とした。表 6のように，第 1因子は「大学友人」，第 2因子は「大
学満足」，第 3因子は「授業満足」第 4因子は「授業理解」，第 5因子は「入学目的」，第 6因




1 2 3 4
F1上昇志向 　 　 　
上昇志向が強いと思う 0.76    
今はがまんをしても将来の夢にかけたい 0.73    
背伸びをしたり高望みはしないほうがよい －0.67    
人生の目標や自分の将来の生き方がはっきりしている 0.67    
自分らしさが一番大事だと思う 0.39    
F2家庭志向
配偶者や子どもと暮す家庭を持ちたい  0.99   
結婚はしたほうが良いと思う  0.83   
F3社会志向
他の人や社会のために役に立ちたいと思う   0.92  
人生で大切なのは人や社会のためになることだ   0.72 0.36 
仕事をするのは生活のためだけではないと思う   0.43  
F4自分志向
人生で大切なのは自分の能力を発揮することだ 0.37   0.57 
人生で大切なのは趣味に合った暮らしをすることだ    0.45 
固有値 4.00 1.90 1.38 1.19 
寄与率 16.67 25.90 8.07 6.64 
因子間相関　　　　　第 2因子 0.13 　 　 　
　　　　　　　　　　第 3因子 0.55 0.18 　 　








1 2 3 4 5 6 7
F1大学友人
大学に仲の良い友人がいる 0.94      　
大学で友人と過ごすことが楽しい 0.89       
大学に仲の良い友人がいる 2 0.89       
いろいろと相談にのってくれる友人がいる 0.48      0.34 
F2大学満足  
大学生活に満足している  0.80  
大学にくるのが楽しい  0.71      
F3授業満足  
大学の授業は楽しい  0.89      
大学の勉強に満足している  0.78      
F4授業理解     
授業の内容が難しいと思う   1.04    
大学の勉強についていけない感じだ   0.71    　
F5入学目的  
はっきりとした目的があって大学に入学した    1.02    
なんとなく大学に進学した    －0.79    
F6大学不適応  
落ち込むことがよくある     0.93  
疲れを感じることが多い     0.71  
勉強のことについて教えてくれる人がほしいと思う     0.37  　
F7勉強意欲
もともと勉強が好きなほうだ      1.04 
勉強が楽しい      0.58 　
F8好奇心
自分は好奇心が強いほうだ       0.66 
自分の人生に希望を持っている       0.62 
固有値 5.19 3.12 2.11 1.66 1.17 1.05 0.91 
寄与率 17.71 9.59 5.44 18.38 8.67 7.17 3.61 
因子間相関　　　　　第 2・3因子 0.40 
　　　　　　　　　　第 4因子 0.05 －0.06 
　　　　　　　　　　第 5因子 0.13 0.52 －0.23 
　　　　　　　　　　第 6因子 －0.03 －0.16 0.27 －0.18 
　　　　　　　　　　第 7因子 0.03 0.23 －0.37 0.44 －0.09 















（定数） 4.21 1.69 2.49 0.01 
生きにくい社会 0.23 0.06 0.37 4.05 0.00 
努力が報われる社会 0.20 0.08 0.24 2.51 0.01 
利己的（－） 0.18 0.06 0.28 2.81 0.01 
希望のある社会 －0.16 0.05 －0.34 －3.07 0.00 
後向き －0.28 0.11 －0.22 －2.45 0.02 













（定数） 1.17 1.05 1.12 0.27 
この国に生まれて幸せだ 0.80 0.22 0.31 3.65 0.00 
多くの人は幸せな生活をしていると思う 0.65 0.19 0.28 3.33 0.00 
結果よりも努力したかどうかが重視される 0.52 0.20 0.21 2.64 0.01 
謙虚な人が多い 0.74 0.23 0.25 3.19 0.00 
















（定数） 10.55 2.66 3.97 0.00 
希望のある社会 －0.20 0.08 －0.32 －2.41 0.02 
生きにくい社会 0.03 0.09 0.04 0.39 0.70 
努力が報われる社会 0.25 0.13 0.22 1.90 0.06 
不平等な社会 －0.21 0.18 －0.13 －1.21 0.23 
弱者に優しい社会 －0.06 0.15 －0.04 －0.41 0.69 
利己的（－） 0.11 0.10 0.13 1.12 0.26 
利他的（－） 0.15 0.14 0.13 1.10 0.28 
ホンネ 0.22 0.19 0.13 1.14 0.26 















（定数） 3.69 0.78 4.76 0.00 
いろいろなチャンスがある世の中だと思う －0.63 0.18 －0.30 －3.51 0.00 
空気を読めない人といわれるのがこわい 0.54 0.16 0.30 3.44 0.00 
若い人のほうが空気を読む人が多い －0.67 0.19 －0.30 －3.44 0.00 
ホンネを隠して言わない人が多い 0.58 0.24 0.21 2.35 0.02 
ストレスの多い社会だ 0.47 0.22 0.19 2.15 0.03 
















（定数） 9.50 2.74 3.47 0.00 
努力が報われる社会 －0.46 0.22 －0.23 －2.13 0.04 
利他的（－） －0.46 0.21 －0.22 －2.20 0.03 














（定数） 0.20 2.47 0.08 0.93 
希望のある社会 0.03 0.08 0.06 0.45 0.65 
生きにくい社会 0.13 0.08 0.17 1.53 0.13 
努力が報われる社会 －0.21 0.12 －0.19 －1.70 0.09 
不平等な社会 －0.10 0.16 －0.06 －0.60 0.55 
弱者に優しい社会 0.34 0.14 0.24 2.34 0.02 
利己的（－） 0.05 0.09 0.06 0.54 0.59 
利他的（－） 0.12 0.13 0.10 0.89 0.37 
ホンネ 0.12 0.18 0.07 0.68 0.50 

















（定数） 2.01 0.96 2.10 0.04 
いろいろなチャンスがある世の中だと思う 0.43 0.18 0.22 2.40 0.02 
みんなバラバラに生きていると思う －0.38 0.18 －0.19 －2.08 0.04 
家庭よりも仕事を大事にする人が多い 0.57 0.19 0.27 3.01 0.00 
男女の差別や区別がかなりある社会だ －0.48 0.18 －0.24 －2.59 0.01 















（定数） 6.18 1.96 3.16 0.00 
希望のある社会 －0.03 0.06 －0.06 －0.50 0.62 
生きにくい社会 0.01 0.07 0.01 0.14 0.89 
努力が報われる社会 0.37 0.10 0.41 3.78 0.00 
不平等な社会 －0.17 0.13 －0.14 －1.31 0.19 
弱者に優しい社会 0.04 0.11 0.03 0.34 0.73 
利己的（－） －0.08 0.07 －0.12 －1.14 0.26 
利他的（－） 0.17 0.10 0.18 1.65 0.10 
ホンネ 0.33 0.14 0.24 2.27 0.03 























（定数） 10.58 5.89 1.80 0.08 
将来展望（－） 1.12 0.26 0.39 4.37 0.00 
対人適応 －0.36 0.15 －0.21 －2.35 0.02 
幸福感（－） 1.40 0.34 0.37 4.09 0.00 
生きにくい社会 －0.33 0.20 －0.14 －1.71 0.09 
利己的（－） －0.76 0.22 －0.29 －3.40 0.00 
希望のある社会 0.37 0.16 0.20 2.30 0.02 









（定数） 16.09 5.26 3.06 0.00 
利他的（－） 0.98 0.34 0.28 2.83 0.01 
不平等な社会 －1.14 0.50 －0.25 －2.29 0.02 
















（定数） 2.71 0.86 3.15 0.00 
幸福感（－） 0.25 0.08 0.30 3.03 0.00 
弱者に優しい社会 0.20 0.08 0.21 2.40 0.02 













（定数） －1.17 1.20 －0.98 0.33 
自分は負け組だと思うことがある －0.66 0.19 －0.31 －3.49 0.00 
皆が助け合う社会だ －0.61 0.18 －0.28 －3.34 0.00 
うまくいくかどうかは本人の努力より運で決まる －0.42 0.17 －0.21 －2.48 0.01 
自分の能力には自信がある 0.74 0.23 0.29 3.25 0.00 
人生で大切なのは豊かに暮らすことだ －0.58 0.21 －0.23 －2.74 0.01 
















（定数） 1.89 1.35 1.40 0.17 
将来展望（－） 0.24 0.07 0.32 3.43 0.00 
生きにくい社会 －0.21 0.06 －0.34 －3.52 0.00 
幸福感（－） 0.32 0.10 0.32 3.19 0.00 
利己的（－） －0.14 0.06 －0.22 －2.40 0.02 












（定数） 6.55 0.91 7.23 0.00 
将来展望（－） 0.20 0.06 0.32 3.56 0.00 
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